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日本人における下顎第三大臼歯の萌出状態 と

下顎骨形態 について

大須賀　直 人　 窪 田　光 慶*宮 沢　裕 夫

要旨:下 顎第三大臼歯の萌出に関する下顎骨の形態を明確にすることを目的に,男 性,女 性ともに第三大臼

歯を萌出別に3群 に分類 し検討を行った。

1.男 性の距離的計測項目では,完 全萌出(C群)の 下顎骨全長(M),Cd-Gn ,U6-PTV,L6-MP'は 完全

埋伏(A群)に 比べ大 きい値を示 し,有 意差が認められ,角 度的計測項目では完全萌出(C群)のFacial

Angle,OP-MPは 完全埋伏(A群)に 比べ大 きい値を示 し,有 意差が認められた。

2.女 性の距離的計測項目では,完 全萌出(C群)の 下顎骨全長(M),Cd-Gn,U6-PTV,L6-MP'は 男性

と同様に完全埋伏(A群)の それより大きい値を示 し,有 意差が認められた。その他,完 全萌出(C群)

の下顎体長(C),下 顎枝の幅(R),Go-Me,Xi-PM,Xi-L7,ABR-L7,U7-PPの 値 はいずれも大きく有

意差が認められた。角度的計測項目では完全萌出(C群)のY-axisは 小 さく,SNAが 完全埋伏(A群)

よ り大 きく,有 意差が認められた。

3.男 性,女 性 ともに第三大臼歯が萌出 している症例は,下 顎骨自体が大 きく,埋 伏 している症例に比べ,

下顎第三大臼歯が萌出するために必要な後方の萌出容量が確保 されていた。また,下 顎第一大臼歯は,第

三大臼歯の萌出により挺出傾向を示 した。
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緒 言

近年,日 本人の平均 身長は増加傾向にある1)。しか し

ながら,手 や足と同様の成長過程を示す下顎骨では叢生

症例の増加など,歯 の大きさと顎骨の大 きさの不調和を

意味す るdiscrepancyが み られ る症例が増加傾 向にあ

る2)。Discrepancyは,も ともと不正咬合の診断と治療に

関連 して生まれた概念であり,不 正咬合の成因と密接に

関連 し,重 要な要因となっている。井上')によるとdis.

crepancyは 人類進化の過程における不均衡によって生 じ

たものであ り,進 化の過程における歯 と顎骨 との大 きさ

の変化が,相 互に調和 を保たなかったためか,そ の不調

和を助長するような文化の発展があったために生 じると

述べている。

そのなかで,退 化現象が最 も著 しい歯種 とされる第三

大臼歯では,上 顎で約30%,下 顎で約20%が 欠如 して

いる4>。河西5)は下顎第三大臼歯は歯胚の存在が認められ

ても,最 後方の萌出部分に充分な萌出空間が不足する

と,萌 出することができず,埋 伏や半埋伏症例が増加す

ると報告 している。この下顎第三大臼歯の萌出障害をき

たす原因として,1)顎 骨の発育不全,あ るいは下顎骨

の短小化2)歯 の大 きさの問題3)歯 と歯槽骨の不調

和などの問題4)下 顎頭の垂直方向への成長量の不足

5)歯 列の後方部への萌出6)第 三大臼歯の発育遅延

などが考えられる。また,下 顎の後方容量の不足が下顎

第三大臼歯の萌出に影響 を及ぼす とい う報告6～9)がみら

れるものの,多 くの下顎第三大臼歯 の萌出に関する研

究10～14)では,埋 伏 または萌出について主に萌出予測を目

的として検討 され,単 一の要因のみならず顎骨形態や歯

冠の大きさの問題など様々な要因が影響すると報告 して

いる。亀井ら15)は下顎第三大臼歯の萌出に影響する要因

として,個 々の歯の大きさの関与が考えられ,後 方容量

のみで判断することは不確実であ り,下 顎骨の前後的位

置の影響 を示唆 している。このように,第 三大臼歯の萌

出に影響する要因について,多 くの報告があるものの最

終的な結論は得 られていない。

また,第 三大臼歯は疾患要因として自浄作用 も不良
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で,清 掃 困難 である ことか ら,翻 蝕 や歯周 炎な ど周 囲組

織 に深刻 な問題 を惹起 し,鵬 蝕 や歯周 病 に罹患 した場合

には治療 に困難 を呈 する ことが多 く,時 と して炎症 の拡

大 など重篤 な症状 を伴 うこともあ る。 また,第 三大 臼歯

の歯冠の完 成時期 は12～16年 で あ り,萌 出時期 が17～

21年 と他 の歯 種 に比 べ 比較 的長 期 で あ る ため,小 坂

ら16㌔19}は,矯 正治療 の保定期 間 中に第三大臼歯が原 因 と

な り歯列 の安定 を損 ねる ことか ら,第 三大臼歯の歯根形

成期 には定期 的なエ ックス線 による診査 が必要であ るこ

とを報告 してい る。そ こで,予 後の安定性 を求め る理由

か ら積極 的 に下顎第三大臼歯 を抜歯 した後,矯 正治療 を

開始す る試 み もみ られ る20・2n。佐 藤 ら22、26)は,顎 骨格形

態 の経年 的な観 察 を行い,歯 と顎骨 の不調和 であるdis-

crepancyの なかで,臼 歯部 において第一大 臼歯,第 二大

臼歯 お よび第三大 臼歯 の大 きさと歯槽基底部 の後方 との

間の不調和 をPosteri0rdiscrepancyと 呼 び,Posteri0rdis,

crepancyが み られ る場合 には,下 顎第三大臼歯の萌 出が

歯列形態 を変化 させ,叢 生 や開咬な どの不正 咬合 や骨格

性の下顎前突 を招 く可能性 がある ことを示唆 している。

さ らに,Laskinmは,第 三大 臼歯が存在 す る症例 は,存

在 しない症例 に比 べ不 正咬合 を有 する率 が高 い と報告 し

ている。

著者 らは下顎骨 形態に関する研 究のなかで,下 顎骨 は

下顎体 と下顎枝 の相互的な成長変化 が,微 妙 に下顎骨の

形態 を変化 させ,歯 の萌出 に影響 を及ぼす可能性 があ る

こ とを報告 した27・28)。そ こで本研 究で は,日 本 人男性 お

よび女性 を対象 と して,第 三大臼歯の萌出 に影響す る要

因お よび顎骨形態 との関連性 について検討 を行 った。

図1第 三大臼歯の萌出状態別分類

A:完 全埋伏(男 性)B:半 埋伏(男 性)C:完 全萌出(男 性)

A:完 全埋伏(女 性)B:半 埋伏(女 性)C:完 全萌出(女 性)
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研 究 資料

調査の対象は,中 切歯から第二大臼歯 までの各歯に欠

損がなく,著 しい叢生を認めないいわゆる正常咬合者の

なかですべての第三大臼歯を有 し,さ らに歯根の形成が

完成 した18歳 から30歳(平 均25歳2か 月)ま での男

性(107名)女 性(38名)を 対象 とした。資料の採取に

当たっては,本 研究 目的およびエ ックス線被爆などにつ

いて充分説明し,承 諾の得 られた者のみに限定 した。第

三大臼歯の萌出の判定基準は,口 腔内診査において完全

に萌出し,し かも咬合平面に達 しているものを完全萌出

症例 とし,口 腔内に萌出しているものの咬合平面まで達

していないものを半埋伏症例 とした。また,口 腔内診査

において第三大臼歯が口腔内に萌出 しておらず,エ ック

ス線診査において第三大臼歯の存在が認められ,萌 出が

困難と診断 した症例を埋伏症例 とした。そのなかで,男

性で第三大臼歯が完全に埋伏 している43例 をA群,半

埋伏 している42例 をB群,完 全 に萌出 している22例

表1言 凋杏玄マト象

図2従 来の計測部位

A.下 顎体長(距 離)

B.下 顎最大長(距 離)

C.下 顎枝高(距 離)

D.GonialA.(角 度)

をC群 とした。また,女 性のなかで第三大臼歯が完全

に埋伏 している18例 をA群,半 埋伏 している12例 を

B群,完 全 に萌出 している8例 をC群 とした(表1,

図1)。

研 究方 法

1.計 測方法

従来,下 顎骨 を評価する際,ほ とんどの報告で,こ れ

を単一骨 として扱っている(図2)。 しか し,下 顎骨は

歯の萌出場所である下顎体とその成長に関与する下顎枝

の2っ の部分に大別することができ,成 長発育により生

じる下顎枝前縁周辺の萌出余地を単一の骨 として評価す

るには無理があると考えられる○Linら29)は,乾 燥頭蓋

骨の側方頭部エックス線規格写真から下顎枝後縁相当部

の位置 を検討 した結果,舌 側結節(lingualtuberosity)

部がいかなる発育段階においても,咬 合平面の延長 と下

顎枝前縁の交点から,下 顎下縁平面に下 した垂線が舌側

結節後縁に相当する位置関係 にあることを示 した。そこ

で本研究ではその方法29)を考慮 し,下 顎骨を下顎体と下

顎枝に分けて評価 した。

2.側 方 頭部 エ ックス線規格 写真の計測

これ らの症例 か ら得 られた資料 の うち,側 方頭部エ ッ

クス線規格写真 か ら透写 図 を作 成 し,距 離的計測お よび

角度 的計 測 を行 った(表2)。 ま た,通 法 の計測 方法 の

他 にRicketts7>,Linら29),飯 塚 ら30)およ び,根 津 ら31)の

計 測点を考慮 し,い くつかの計 測項 目を新 たに設定 した

(図3)。

1)距 離 的計測

①C(下 顎体 長):Mandibu1arPlaneに 対 してP0g,下

顎 枝前縁 と交 わ る点Ra,下 顎 頭最 後縁 点Cpよ り下 ろ

した垂線の足 の交 点 をそれぞれPo9ノ,Raノ,Cpノ と した

際のP09ノ とRaノ 間 の距離

②R(下 顎枝 の幅):OcclusalPlaneが 下 顎枝前縁 と交

わる点 をRa,後 縁 と交 わる点 をRpと した際の,点Ra,

Rp間 の 距離

③M(下 顎骨全長):P09'とCpノ 間 の距離

④C朋:下 顎骨全 長 に対す る下顎体 の割合

⑤RIM:下 顎 骨全 長 に対す る下顎枝 の幅 の割合

⑥Cd-Gn:下 顎 頭最上縁点CdとFacialPlaneとMan.

dibularPlaneと の交 点Gnま で の距離

⑦G0-Me:RamusPlaneとMandibularPlaneと の 交点

Goか ら下顎結合(Symphysis)の 正 中矢状断面上 の最 下

方 点Meま での距離

⑧Cd_Go:CdとGoま で の距離
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⑨Xi-PM:下 顎 枝 の幾 何 学 的 中心 点(Xi)か らPM

(願隆 起の上縁)に 投影 して得 られる距離

⑩xi-L7:Xiと 下 顎第二 大 臼歯 遠心 面 とをそ れぞ れ

OcclusalPlaneに 投 影 して得 られ る距離

⑪U6-PTV:上 顎 第 一大 臼歯 遠 心 面 か らPTV(翼 口

蓋 窩の後縁 の接点 でFHPIaneに 垂 直 な平面)ま での距

表2セ ファログラムによる計測項目

C:下 顎体長

R:下 顎枝の幅

M:下 顎骨全長

離

⑫ABR-L7:下 顎 第二 大 臼歯 遠 心面 か らABR(上 下

顎中切歯切端 の中点 と上下最後方 臼歯 の咬合平面 と結ぶ

直線が下顎枝前縁 と交わる点)ま での距離

⑬U6-PP:PalatalePlaneに 対 し,上 顎 第一 大 臼歯 の

頬側咬頭頂 までの垂線 の距離

⑭U7-PP:PalatalePlaneに 対 し,上 顎 第二 大 臼歯 の

頬側咬頭頂 までの垂線の距離

⑮L6-MP':MandibularPlaneに 対 し,下 顎 第一大臼歯

の頬側咬頭頂 までの垂線の距離

⑯L7-MPノ:MandibularP1aneに 対 し,下 顎第二大臼歯

の頬側咬頭頂 までの距離

2)角 度的計測

①GonialA.:MandibularPlaneとRamusPlaneと の な

す角度

②Facia1A.:FacialplaneとFHPIaneの なす角度

③RamusA.:RamusplaneとFHPIaneの なす角 度

④Mand.Pl.:Mandibu1arPlaneとFHPIaneの な す角

度

⑤Y-axis:SとGnを 結 ぶ直線(Y-axis)とFHPlane

の なす角度

⑥Occlusalpl.:OcclusalplaneとFHPIaneの な す角度

⑦OP-MP:OcclusalPlaneとMandibularPlaneの な す

角度

⑧AB-MP:ABPIaneとMandibularPlaneの なす角度

⑨SNA:SNPIaneとN(鼻 前 頭 縫 合 の前 方 限界 点)

と上顎歯槽基底部A点 とを結 ぶ直線 との なす角度

①Xi-PM

②Xi一 し7
③U6→ 町V

④ABR一 し7

図3新 たに設定した計測部位
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⑩SNB:SNPIaneとN点 と下顎歯槽 基底部B点 とを

結ぶ直線 との なす角度

⑪ANB:A点,N点 とB点 のなす角度

⑫SN-PP:SNPIaneとPalata1Planeと の なす角度

⑬SN-OP:SNPlaneとOcclusa1PIaneと の なす角度

⑭SN-MP:SNPIaneとMandibularPlaneの なす角度

⑮SN-RP:SNPIaneとRamusPlaneと の なす角度

⑯LFH(10werfacia1height):Xiか ら そ れ ぞ れANS

(前鼻 棘の尖端),PMを 結 ぶ角度

⑰U1-OP:PalataleP1aneか ら上 顎 中切 歯の切縁 に向

けておろ した垂線 がOcclusalPlaneと 交 わ る角度

⑱L1-OP:下 顎 中切 歯歯頸部の 中点 と下顎結合(Sym.

physis)の 正 中矢状 断面 上の中点 とを結 んだ線がOcclusal

PIaneと 交 わる角度

新 たに設定 した項 目の なかで,下 顎骨全長 に対 する下

顎体 の割合(CIM),下 顎 骨全長 に対 す る下顎枝 の幅 の

割合(RIM)は,下 顎骨 を構成 する下顎体 や下顎枝 の幅

の割合が下顎骨全 長 に対 して どの程度 の比率 を示す か,

ま た,そ れが第三大臼歯の萌出 とどの ような関係 にある

か確認するためそれぞれ評価 した。U6,U7-PP,L6,L

7-MPノ は それぞれ に設定 した平面 か ら第一大 臼歯,第 二

大臼歯の頬側咬頭頂 までの距離 を指 し,大 臼歯 の挺 出の

程度 を示す。Xi-PM,U6-PTV,Xi-L7,ABR-L7は 後 方

の萌 出容 量 を示す。 また,LFHは 口 腔容 積 の 占め る離

開状 態 を指 し,開 咬状態 や過蓋咬 合 の程度 を示す。U1

-OP ,L1-OPは そ れぞれ に設定 した平面 に対 する中切歯

の角度 を示す。

3、 統計処理

側方頭部エ ックス線規格写真 の計測 か ら得 られたデー

タ をMacintosh用 ソ フ トウェ アーStatView⑪(Abacuus

Concepts,Inc)を 使 用 し,基 本 統 計 量 を算 出 した。 ま

た,有 意性の検定 にはScheff'sF検 定 を用 いた。

結 果

1.距 離的計測

1)下 顎骨 の距 離的計測 におい て,下 顎体長(C)は 男

性で はC群 が62.59mmで 大 きい値 を示す ものの有意差

は認め られなか った。女性で はC群 の値 が59.97mmで

大 きく,B群 一C群 間で有意差 が認 め られ た。下 顎枝 の

幅(R)は,男 性で は有 意差が認 め られなか った。女性

で はC群 の値 が38.24mmで 大 き く,A群 一C群 間で有

意差 が認 め られ た。下 顎骨 全 長(M)は 男 性 で はC群

の値が123.08mmで 大 き く,A群-C群 間 で有 意差が認

め られた。女性 ではC群 の値が118.71mmで 大 き く,

A群 一C群 間,B群 一C群 間 に有意 差 が認 め られ た。下

顎骨全長 に対 する下顎体の割合(C/M)は 男 性 で は有意

差が認 め られず,女 性 ではC群 の値 が0.52で 大 きく,

A群 一B群 間で有意差が認 め られた。下顎骨全長 に対す

る下顎枝 の幅の割合(㎜)は 男性,女 性 ともに有意差

は認め られなか った(表3)。

2)下 顎 骨長の距離的計 測の なかで,

Cd-Gnは 男 性 で はC群 の値 が大 き く,A群 一C群 間

表3下 顎骨の距離的計測

(単 位:mm)*p<0.05

**p<0 .01
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で有 意差 が認 め られ た。女性 で は,C群 の値 が125.43

mmで 大 き く,A群 一C群 間,B群-C群 間 で有 意 差 が

認め られ た。

Go-Meは 男 性,女 性 と もにC群 が 大 きい値 を示 し

た。男性 で は有 意差 が認 め られ ず,女 性 で は,B群-C

群 間 で有意差が認 め られた。

Cd-Goは 男 性,女 性 ともに有 意差 は認 め られ なか っ

た(表4)。

3)後 方 の萌 出容量 示す計 測 では,Xi-PMは 男 性 で は

C群 が71。22mmで 大 きい値 を示 す ものの有 意差 は認 め

られなか った。女性 で はC群 が68.10mmで 大 き く,A

群 一C群 間,B群 一C群 問で有 意差 が認 め られた。

Xi-L7は 男 性 ではC群 が大 きい値 を示 す ものの有意

差 は認 め られなかった。女 性ではC群 が2456mmで 大

き く,A群 一C群 間,B群 一C群 間 で有 意差 が認 め られ

た。

U6-PTVは 男 性 で はC群 の 値 が23.61mmで 大 き

く,A群 一C群 間 におい て有意 差が認 め られた。女性 で

はC群 の値 が21.67mmで 大 き く,A群 一C群 間,B群

一C群 間で有意差が認め られた。

ABR_L7は 男 性 で はC群 が大 きい値 を示 す ものの有

意差 は認 め られ なか った。女性ではCl群 の値が6.43mm

で 大 き く,A群 一C群 間,B群-C群 間 で有 意 差 が認 め

られた(表5)。

4)第 一一,第 二大 臼歯 の頬側咬頭頂か らPalatalPlaneや

Mandibu1arPlaneま で の咬合高径 は,U6-PPが 男 性 では

B群,C群 の 順 に大 き く,女 性 ではC群 の値 が大 きい

値 を示 したが,男 性,女 性 ともに有意差 は認 め られ なか

った。

U7-PPは 男 性 で はC群 が25.86mmで 大 きい値 を示

表4下 顎骨長の距離的計測

(単位:mm)**p<0.01

表5後 方の萌出容量

(単 位:mm)*p〈0.05

**p<0 .01
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すものの有意差は認められなかった。女性ではC群 の

値が24.67mmで 大 きく,A群-C群 間で有意差が認め

られ た。

L6-MP'は 男 性 で は,C群 の値 が39.33mmで 大 き

表6上 下顎臼歯部の咬合高径

(単 位:mm)*p<0.05

**p<0 .Ol

表7顎 顔面骨格の角度的計測

(単 位:。)*p<0.05

**p<0 .01
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く,A群 一C群 間 にお いて有 意差が認 め られ た。女性 で

はC群 の値が38.31mmで 大 き く,A群 一C群 間,B群

一C群 間で有意差が認 め られた。

L7-MPノ は 男 性 で は,C群 が 大 き く,女 性 で はC群

が大 きい値 を示 し,男 性,女 性 ともに有意差 は認 め られ

なか った(表6)。

2.角 度 的計測

1)角 度的計 測 にお いてG0nialAng1eは,男 性 で はC

群 が大 きい値 を示 したが,男 性,女 性 ともに有 意差 は認

め られなかった。

FacialAngleは 男 性C群 の値 が89.63。 で 大 き く,B

群 一C群 間で有意差 が認 め られ た。女性 では有 意差 は認

め られなか った。RumusAngle,Mand.Pl.,OcclusalPl.,

AB-MPは 男 性,女 性 と もに有意 差 は認 め られ なか っ

た。Y-axisは 男 性 で は有 意差 が認 め られ なか っ た。女

性 で はC群 の値 が69.81。 と小 さ く,A群 一C群 間で有

意 差が 認 め られ た。OP-MPは 男 性C群 の 値 は24.16。

で 大 き く,A群 一C群 間,B群 一C群 間で有 意差 が 認 め

られた。女性で は有意差 は認め られ なか った(表7)g

2)上 下 顎歯槽 基底 の前 後的関係 のなかでSNAは,男

性 では有意差 は認 め られ なか った。女性 で はC群 の値

が85.70。 で 大 き く,A群 一C群 間 で有 意差 が認 め られ

た。SNB,ANBは 男 性,女 性 ともに有意差 は認 め られな

かった(表8)。

3)顔 面 骨格 の離 開状 態では,SN-PP,SN-OP,SN-MP,

SN-RPと もに男性,女 性 ともに有 意差 は認 め られ なか

った(表9)。

4)下 顎 骨格 の離 開状 態 を示すLFH,U1-OP,L1-OP

で は男 性,女 性 ともに有意 差 は認 め られ なか っ た(表

10)。

表8上 下顎歯槽基底の前後的関係

(単 位:。)*p<0.05

表9顔 面骨格の離開状態

(単位:。)*p<0.05
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表10下 顎骨格の離開状態

(単 位:。)

考 察

1.研 究資料および方法について

第三大臼歯の発育は,歯 冠の完成時期がおよそ生後12

～16年 に終了 し,17～21年 が萌出時期 であるこ とか

ら,第 三大臼歯の萌出状態 と下顎骨形態を評価す るに

は,萌 出が完了 した症例である必要がある。本研究で用

いた資料は,第 三大臼歯の萌出および歯根の形成が完成

し,今 後,萌 出状態に変化がない と診断 した18歳 ～30

歳(平 均25歳2か 月)ま での個体を対象 とした。Mo0r-

rees32)は,第三大臼歯の発育 を評価 した結果,歯 根の完

成時期を平均24.4歳 とし,河 西5)は第三大臼歯の萌出は

25歳 で終了すると述べているが,今 回の資料はその範

囲内であることから,第 三大臼歯の最終的な萌出状態の

評価ができる資料 と考えられる。

藤田ら33～35>は,歯は系統発生学的にむしろ退化現象を

示し,こ うした退化は先天的欠如または,萌 出困難につ

ながると報告 し,坂 井36)は,第 三大臼歯は他の歯種より

も歯の組織学的退化が観察されたことを報告 している。

しか し,中 原3τ38)は,日本人お よびタイ人を比較 し,第

三大臼歯の先天的欠如ならび萌出率について調査 した結

果,萌 出や欠如率に著 しい差が認められるにもかかわら

ず,組 織学的構造に何ら異なる様相が認められなかった

ことを報告 し,ま た,第 三大臼歯の先天的欠如は,歯 自

体の系統発生学的退化でなく,顎 骨の成長過程の程度,

すなわち幼児期 における第三大臼歯の歯胚原基の段階に

おける顎骨の大きさや発育の余地の大小に起因すると推

論 している。このことは,第 三大臼歯の埋伏または半埋

伏する原因は歯の退化の影響ではなく,何 か他の要因の

影響を受けていることを示唆 している。したがって,こ

れまでの下顎骨の計測結果や,第 三大臼歯が埋伏する原

因には,歯 の退化が影響 しないという報告3禰 などを考

慮すると,第 三大臼歯の萌出に影響する要因は,顎 骨の

成長過程の錯誤が影響 した結果であることが考え られ

る。

従来,下 顎骨を評価する際,下 顎骨を単一骨として評

価しているが,下 顎枝前縁周辺の萌出余地を評価するた

めには,下 顎骨を歯の萌出場所である下顎体と,そ の成

長に関与する下顎枝の2つ の部分 に分けて評価する必要

があると考えられる。

Enl0w'9>は,下 顎骨のなかで下顎体 と下顎枝 はそれぞ

れが顎顔面頭蓋複合体のなかで異なった対応部分を有す

るため,個 別に考えなければならないと述べている。Lin

ら2ウ〉は,乾 燥頭蓋骨の側方頭部エ ックス線規格写真から

下顎枝後縁相当部の位置を検討 した結果,舌 側結節(lin-

gua1tuber0sity)部 が咬合平面の延長が下顎枝前縁 との

交点から,下 顎下縁平面におろした垂線が舌側結節後縁

と相当な位置関係 を示すことを報告 し,下 顎骨を下顎体

と下顎枝 に分けることを可能にした。よって本研究では

この方法を利用し下顎骨の形態を評価 した。

2、 研究結果について

1)距 離的計測

歯の萌出場所 に相当す る計測項 目である下顎体長

(C)は,男 性,女 性 ともにC群 の値が大きく,女 性で

はB群 一C群 間において有意差が認められた。このこと

は,下 顎体は歯の萌出場所であることから,男 性,女 性

ともにC群 の計測値が示す ように,下 顎体が大 きけれ

ば下顎第三大臼歯の萌出が可能であることが推測で き

る。林ら27)は,叢生を呈する症例は叢生を呈 さない症例

に比べ下顎枝の幅が相対的に狭い形態を示 していること

を報告 した。また,Osugaら28>は 日本人男性症例の下顎

第三大臼歯の萌出状態をそれぞれ3群 に分類 した結果,

埋伏 している症例は,下 顎枝の幅(R)が 完全 に萌出 し

ている症例よりも大きい値を示 し,埋 伏,完 全萌出の症
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例間において有意差 を認めた。しかし,今 回の計測値で

は下顎枝の幅(R)は,女 性C群 の計測値が大きく,A

群一C群 問において有意差が認められ,下 顎枝の幅は広

い傾向であった。Enlow'9)は下顎枝の幅は,下 顎骨の大

きさの調節的役割を示すことを述べているとともに,Lin

ら29)は下顎枝後縁への骨添加は下顎体 とは別の下顎骨の

成長機構 によって影響を受けることを報告している。

Lindenら40)は下顎の臼歯の歯胚は,は じめ下顎枝に存

在 し,そ の後,下 顎体と下顎枝の相互成長とともに下顎

体すなわち歯の萌出場所に移動 し萌出すると述べている

ことから,下 顎枝の幅は最後臼歯である下顎第三大臼歯

の萌出に影響 を及ぼす と考え られる。 しか し,女 性C

群の計測値が示すように,下 顎枝の幅が広い場合におい

ても下顎第三大臼歯が萌出 しているということは,む し

ろ下顎枝の幅自体よりも,下 顎枝前縁までの歯の萌出場

所である下顎体の萌出空間に差異があることが推測でき

た。また,下 顎骨全長(M),Cd-Gnお よびGo-Meに

おいては,男 性,女 性 ともにC群 の値が大 きく,下 顎

骨全長(M)は 男性ではA群 一C群 間,女 性ではA群 一

C群 間,B群 一C群 間,Cd-Gnは 男性 で はA群 一C群

間,女 性ではA群-C群 間,B群 一C群 間,Go-Meは 女

性ではB群 一C群 問で有意差が認められることから,男

性,女 性 ともに第三大臼歯が萌出 している症例は下顎骨

形態自体が大きく,こ の大きさが下顎第三大臼歯の萌出

を有利にしていることが考えられた。下顎枝の高さを示

すCd-Goで は性差がみられないことか ら,Cd-G0は 下

顎第三大臼歯の萌出に対する影響は少ないものと推測で

きた。

後方の萌出容量を示す計測において,男 性,女 性C

群の計測値はともに大きい計測値 を示 し,男 性ではU6

-PTVま での距離がC群 の値が大 きく,A群 一C群 間に

おいて有意差が認められた。女性では,す べての計測項

目においてC群 の計測値が大きく,A群 一C群 間,B群

一C群 間で有意差が認められ,後 方の萌出容量が確保 さ

れていた。小坂 ら19>は,下顎智歯の萌出状況 と下顎枝の

幾何学的中心であるXiポ イントから,下 顎第二大臼歯

遠心面 までの距離について日本人症例を埋伏,不 完全萌

出,正 常萌出の3群 に分類 して検討 した結果,埋 伏は12

～26mm ,不 完全萌出は20～27mm,正 常萌出は22～29

mmの 距離の範囲内であることを報告 した。また,Rick.

etts7)は,Xi-L7で 示す距離の計測値 は人種 による差異

が少な く,21mm以 下では埋伏 しやす く,21mmか ら

30mmの 間はいずれの可能性 もあ り,30mm以 上であ

れば完全 に萌出すると報告 している。本研究結果では,

第三大 臼歯 が 萌 出 して い る男 性C群 は24.54±4.76

mm,女 性C群 は24.56±2.77mmの 計測値 を示 し,い

ずれの報告でも埋伏や完全萌出する可能性にある範囲内

であるが,Ricketts7)のいう完全に萌出する範囲内ではな

いことから,日 本人症例は第三大臼歯が萌出するための

容量は確保 されているものの十分な萌出空間ではないこ

とが推測できる。

臼歯部の咬合高径を示すPalatalPIaneか ら上顎第一,

第二大臼歯の頬側咬頭頂までの距離U6,U7-PPや,

MandibularPlaneか ら下顎顎第一,第 二大臼歯の頬側咬

頭頂までの距離L6,L7-MP'で は男性のL6-MPノ にお

いて,C群 の計測値が大きく,A群 一C群 間において有

意差が認められた。女性ではすべての計測項 目において

C群 の計測値 が大 き く,U7-PPに おい てA群 一C群

間,L6-MP'で はA群 一C群 問,B群-C群 間にお いて

有意差が認められた。このことは第三大臼歯が萌出 して

いる症例は,臼 歯部で挺出傾向がみられ,そ れぞれの平

面から第一,第 二大臼歯の頬側咬頭頂 までの距離が増大

していることを示 している。佐藤 ら22～26)は臼歯部 に萌出

空間の不足がみられる場合には,臼 歯は近心傾斜をきた

し,過 剰な萌出を招 くとともに,こ の臼歯部の過剰な萌

出は結果として下顎第一大臼歯 を挺出させ,歯 列弓後方

部で,て この支点にな り,下 顎骨を開大 させていること

を示唆している。

Richardson4L42)は下顎第三大臼歯の埋伏症例 と萌出症

例の60。頭部エ ックス線規格写真分析 と模型分析によ

り,埋 伏症例では13～18歳 の間に下顎第三大臼歯の萌

出がほとんどの症例において下顎の第一大臼歯や第二大

臼歯へ影響を及ぼす ことをエ ックス線写真上で確認 し

た。 したがって,下 顎第三大臼歯の萌出は,歯 列前方部

へ影響 を及ぼしていることが明かである。しかし,こ の

ような形態的特徴が生 じる理由は明確ではないが,下 顎

第一大臼歯の挺出により,下 顎骨が開大する傾 向を示

し,こ のことが第三大臼歯が完全に萌出している症例特

有の下顎骨形態であることが推測できた。おそらく日本

人の下顎第三大臼歯は,萌 出空間が不十分であることか

ら,萌 出するためには歯 を近心方向に傾斜 させ萌出空間

を確保するとともに過剰な萌出を招 き,下 顎第一大臼歯

を挺出させていることが考えられた。

第三大臼歯が埋伏 している症例のU6,U7-PP,L6,L

7-MP'は 男性,女 性 ともに萌出している症例 よりも小 さ

い計測値 を示 し,後 方の萌出容量 も不足 していることか

ら,埋 伏 している症例は,第 三大臼歯が萌出するための

臼歯の近心傾斜や過剰な萌出など,顎 骨が萌出のために

変化する余地がすでにないことが推測できた。

2)角 度的計測
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Richardson4')は第三大臼歯の萌出症例 は,埋 伏症例の

計測値 よりもGonialAng1eが 大 きいとい う結果 を報告

している。本研究の計測でG0nialAngleは 男性,女 性

ともに有意差が認められなかった。 しか し,男 性C群

の計測値が3群 のなかで大 きい計測値 を示 した。この

G0nialAngleは,開 大することにより,結 果 として下顎

骨全長(M)やCd-Gnな どの長 さを増大す ることが推

測でき,下 顎第三大臼歯の萌出を容易にしていることも

示唆されるが,男 性 の距離的計測 でみ られたL6-MPノ

の計測値が示す ように,臼 歯部の過剰な萌出によるもの

であると考えられる。佐藤 ら26>は後方歯部にPosteri0rdis-

crepancyが みられ,不 正咬合に移行 した場合には,後 方

歯群の萌出に伴いOP-MPが 増大するとともに,PP-MP

やAB-MPが 大 き く変化す ると述べてい る。本研究結

果のなかでOP-MPは,女 性では有意差が認められなか

ったものの,男 性C群 の計測値はA群 より大 きく,A

群一C群 間,B群 一C群 問において有意差が認め られ,

第三大臼歯が萌出 している症例は開大 している傾向がみ

られた。おそらくこの傾向は,GonialAngleの 開大 と同

様に,臼 歯部の過剰な萌出が影響 したものであると考え

られた。また,AB-MPは,男 性,女 性 とも有意差が認

められなかったものの,萌 出 している男性C群 および

女性C群 の計測値は埋伏 している症例 より小 さい値を

示 し,頭 蓋に対する下顎の位置を示すY-axisは,女 性

C群 において計測値が小 さく,A群 一C群 間で有意差が

認められた。これは女性のC群 はU7-PPに おいてA

群ーci群間,L6-MP'で はA群 一C群 間,B群 一C群 間で

有意差が認められることか ら,臼 歯部の過剰な萌出によ

る影響であることが推測で き,歯 列弓後方部ではその過

剰な萌出部分は,て この支点になり,下 顎骨はその咬頭

干渉から逃れようとして前方に偏位 した結果であること

が推測できた。

結 論

下顎第三大臼歯の萌出に関する下顎骨の形態を明確に

することを目的に,男 性,女 性 ともに第三大臼歯を萌出

別に3群 に分類 し検討を行った。その結果,以 下の結論

を得た。

1.男 性の距離的計測項目では,完 全萌出(c群)の 下

顎骨全長(M),Cd-Gn,U6-PTV,L6-MP'が 完全埋

伏(A群)に 比べ大 きい計測値 を示 し,有 意差が認

められた。角度的計測項 目では,完 全萌出(C群)の

Facialangle,OP-MPは 完全埋伏(A群)に 比べ大き

い計測値を示 し,有 意差が認められた。

2.女 性の距離的計測項 目では,完 全萌出(C群)の 下

顎骨 全長(M),Cd-Gn,U6-PTV,L6-MPノ が 男性 と

同様 に完全 埋伏(A群)の そ れ よ り大 き く,有 意 差

が認 め られた。 その他,完 全 萌出(C群)の 下顎体長

(C),下 顎 枝 の幅(R),G0-Me,Xi-PM,Xi-L7,ABR

-L7 ,U7-PP,の 値 はいず れ も大 きく,有 意差 が認め

られた。角度 的計 測項 目では完全 萌 出(C群)のY-

axisは 小 さ く,SNAが 完 全 埋 伏(A群)よ り大 き

く,有 意差 が認 め られた。

3.男 性,女 性 ともに第三 大 臼歯 が萌 出 して い る症 例

は,下 顎骨 自体 が大 き く,下 顎第三大 臼歯が萌 出す る

ため に必 要 な後 方 の萌 出容量 が確 保 されて い た。 ま

た,下 顎 第一大 臼歯 は,第 三大臼歯の萌 出によ り挺 出

傾 向 を示 した。

稿を終えるにあたり,終 始ご懇篤なる御指導,御 校閲を賜 り

ました神奈川歯科大学矯正学講座,佐 藤貞雄教授,神 奈川歯科

大学小児歯科学講座,内 村 登教授に深甚なる感謝の意を表 し

ます。最後に資料の提供など御協力戴きました神奈川歯科大学

矯正学講座の各位に感謝申し上げます。

本論文の要旨は第34回 日本小児歯科学会総会(1996年6月

7日,札 幌)に おいて発表 した。
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The Relationship Between the Eruption Status of the Mandibular 

Third Molars and the Mandibular Morphology in Japanese
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This study was designed to clarify the relationship between the mandibular morphology and the 

status of the eruption of mandibular third molars. All of the subjects, male and female, were classified 

into three groups according to the condition of eruption of the third molars; full impaction, semi-im-

paction, and full eruption.

1. In males, the total length of the mandible (M), Cd—Gn, U6-PTV, and L6-MP' proved to be sig-

nificantly larger in Group C (full eruption) than in Group A (full impaction), and Facial A., and OP- 

MP were significantly larger in Group C (full eruption) than those in Group A (full impaction).

2. In females, the total length of the mandible (M), Cd-Gn, U6-PTV, and L6-MP', were signifi-

cantly larger in Group C (full eruption) than in Group A (full impaction), and the length of the man-

dibular corpus (C), the width of the mandibular ramus (R), Go-Me, Xi-L7, ABR-L7, and U7-PP 

were all significantly larger in Group C (full eruption). The Y-axis was smaller and SNA larger in 

Group C (full eruption) than in Group A (full impaction).

3. These results showed that in both males and females, the mandible was generally larger in sub-

jects with fully erupted third molars, allowing ample room for the eruption of the mandibular third 

molar in the post region. These cases were characterized by the opening of the mandible accompanied 

by the elongation of the first molars.

Key words: Third molars, Eruption, Discrepancy, Mandibular morphology


